
171  

第7章   

物理学と社会  

北原 和夫  kazuo＠icu．ac．jp  

国際基督教大学教養学部（学生部長）、日本物理学会会長  

プロフィール  

日本物理学会会長の他、国際純正応用物理学連合統計物理学専門委員を歴任、現在日本学術  
会議会員、同物理学研究連絡委員会委員長   

私自身は、学問としてのSTSの専門家でもないが、2000年9月から今日ま  

で3年間、会計理事、副会長、会長として物理学会の運営に関わることによ  

って、学協会のあり方、学協会と社会とのありかたについて、さらに、物理  

学者が社会とどう向き合うべきか、政治的な動きと学会との関係などについ  

て考えさせられることが多かった。また、私なりに行動もしてきた。その経  

験を語ることは、「科学と社会」についての一つの資料を提供することになる  

のではないか、と考えた。   

また、1996年、Ⅰ肝肝のC3コミッション（統計物理学）のメンバーとなり、  

その結果、1997年から本年まで日本学術会議物理学研究連絡委員会のメンバ  

ーであった。また、本年から日本学術会議会員となり、Ⅰ肝肝、日本学術会議、  

学会がどのような関係にあるのがよいのかについてもいろいろと考えさせら  

れた。  

1．物理学会の歩み  

日本物理学会の歴史は明治までさかのぼる。以前は物理学という呼び方は   
































